
平成２６年５月３０日 

 

各関係機関長 殿  

 

名古屋大学大学院国際言語文化研究科長  

福 田 眞 人（公印省略）  

 

教員の公募について（依頼）  

 

時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。  

このたび、本研究科日本言語文化専攻応用言語学講座では、下記の要領で教員を公募することになりました。  

つきましては、貴機関関係者にご周知いただくとともに、適任者の推薦についてもお取り計らいくださるようお願

い申し上げます。  

記  

１． 職    名 准教授又は講師  

２． 採用人員 1 名  

３． 教育内容 （１）本研究科日本言語文化専攻応用言語学講座の授業科目（応用言語学の研究方法論（統計的手 

法等）に関する講義科目）及び研究指導  

（２）全学教育科目（英語）  

４． 研究分野  次の２つのいずれか（あるいは両方）とする。 

（１）対照言語学（世界の言語の類型論的相違点と類似点をふまえた、日本語を含む複数言語の言 

語構造・言語行動の対照言語学的研究）  

（２）コーパス言語学（コーパスを用いた日本語学（または応用日本語学）的研究） 

５． 所  属 名古屋大学大学院国際言語文化研究科日本言語文化専攻  

６． 採用時期  平成２７ 年４ 月１ 日  

７． 応募資格 （１）応募時に博士の学位を有すること。 

（２）高等教育機関で２年以上の英語教育歴があること。 

（３）英語で行う講義科目（例：本研究科が提供しているG30ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ科目）が担当できること。 

（４）大学院での教育歴があることが望ましい。 

（５）英語学の講義科目が担当できることが望ましい。 

８． 提出書類 （１）履歴書１通（様式自由、写真貼付、電話番号・メールアドレス記載）  

（２）研究業績一覧表１通（A4 判で、公刊された著書・論文など全業績について題目、発表年月、 

掲載誌名、査読の有無、巻号数及びページ数を記載のこと。学会発表・招待講演等について 

は題目、発表年月日、学会名、開催地等を記載のこと。博士学位論文のタイトル・授与機関・ 

授与年月日・主査の氏名等は別項目にして記載のこと。）  

（３）教育業績一覧表１通（専門教育、語学教育のそれぞれについて、授業担当等に関して科目名、 

内容、期間を含め詳細に記載すること）  

（４）主要研究業績３点（英語で書かれた主要論文１点以上を含む）抜刷り、コピー可、A4 判で 

800 字程度の日本語の要旨をそれぞれに添えること。  

（５）大学院教育（応用言語学講座）への抱負（日本語で2000 字程度）  

（６）全学教育（英語）への抱負（日本語で2000 字程度）  

（７）競争的資金の獲得歴（資金名称・課題名・代表/分担の区分・期間・総額・概要） 

（８）推薦者２名（専任職についている方）の氏名・所属・職名・電話番号・メールアドレス 

※応募書類によって取得した個人情報は、本教員選考の目的以外で利用したり、外部に提供した 

りすることはありません。 また、提出書類は原則としてお返ししませんが、返却を希望する方は、 

送料分の切手を貼り宛先を記した封筒を同封してください。 

９． 応募締切   平成２６年８ 月２０日（水）（必着）

10． 選考方法   第1 次選考 書類・業績審査 , 第2 次選考 面接（平成２６年９月を予定。交通費は自己負担）  

11． 提 出 先   〒464-8601 名古屋市千種区不老町Ｂ4－5(700）  

名古屋大学文系総務課国際言語文化研究科担当（電話052-789-5312）  

応募書類は必ず書留郵便とし、「応用言語学講座教員応募書類在中」と朱書きすること。 

12． 照 会 先   応用言語学講座教員選考委員会 堀江薫  E-Mail： horie@lang.nagoya-u.ac.jp  

 

* 名古屋大学大学院国際言語文化研究科では、男女共同参画を推進しています。 


